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1. はじめに 

犬飼らは，フライアッシュ(以下，FAという)の有効利

用を拡大する観点から，FAの活性度を改善し，セメント

の代替材とすることを目的として研究を進めてきた。そ

の結果，微粉砕したFA(以下，F7という)に添加剤として

NaOHとCa(OH)2を適量添加することで，普通ポルトランド

セメントと同等の圧縮強さを安定的に得る(図-1参照)活

性度の改善手法を提示した1,2)。しかし，この活性度の改

善手法はプレーンモルタルによる実験で検討したもので，

図-2に示した実験結果の考察から，一般的なコンクリー

トに適用するには，混和剤の粉体粒子分散作用による圧

縮強さの増大効果を考慮する必要があることを指摘3)して

いる。 

そこで，既報で提示した活性度の改善手法1,2,4)をも

とに，混和剤を使用したモルタルの圧縮強さ特性から，

FAの活性度の改善手法について再検討することとした。

本報(その９)では，混和剤を考慮したFAの活性度の改善

効果に関する検討について報告する。 

 

2．混和剤がモルタルの圧縮強さ特性に及ぼす影響 

2.1 実験要因 

表-1に，実験要因を示す。添加剤としたCa(OH)2は

0.10％を外割で，NaOHは0.1mol/Lの濃度として練混ぜ水

に溶解して添加した。 

2.2 モルタルの使用材料および調合 

表-2にモルタルの使用材料を，表-3にモルタルの調合

を示す。単位混和剤量は全粉体量の1％とし，単位水量は

フロー値が190±20となるよう予備実験で決定した。 

2.3 実験方法 

 実験方法は，JIS A 6201 付属書2「フライアッシュの

モルタルによるフロー値比および活性度指数の試験方

法」に準じ，FAの活性度の改善効果は，材齢28日圧縮強

さとプレーンモルタル供試体の圧縮強さを基準とした圧

縮強さの増加率で評価した。なお，供試体の養生水には，

すでに他の供試体よりCa(OH)2などが溶出している養生水

を，試験材齢まで交換することなく使用した。 

2.4 実験結果および考察 

図-3に，混和剤がモルタルの圧縮強さ特性に及ぼす影

響について示す。図から分かるように，混和剤を使用し

たモルタルの圧縮強さは，いずれもプレーンモルタルの

圧縮強さを上回っており，粉体粒子の分散作用による圧

縮強さの増大効果がみられる。その圧縮強さの改善効果

は，図-4に示したOPC，025FA，および025F7の圧縮強さの

増加率から分かるように，FAやF7を混入すると減少する

傾向にある。しかし，NaOHを添加した025F7-NHの圧縮強
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表-2 モルタルの使用材料 

0

10

20

30

40

50

No.1

Age (days)

C
o

m
p

re
s

s
iv

e
 s

tr
e

n
g

th
 (

N
/m

m
 2

)

No.2
No.3

37 28 910

No.1:OPC No.2:025FA
No.3:025F7-NH-C

図-2 微粉砕および添加剤がコンクリート

   の圧縮強度に及ぼす影響3) 

図-1 微粉砕および添加剤がモルタル

   の圧縮強さに及ぼす影響1) 
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表-1 実験要因
因子 水準

FAの種類 OPCのみ，FA，F7

NaOH(0.1mol/L) 添加あり，添加なし

Ca(OH)2(W×0.1％) 添加あり，添加なし

混和剤 混和あり，混和なし

日本建築学会大会学術講演梗概集 

（近畿） 2014 年 9 月 

 

―227―

1114



*1 関西電力株式会社 

*2 三重大学大学院工学研究科建築学専攻 大学院生 

*3 岐阜工業高等専門学校建築学科 教授・博士(工学) 

*1 The Kansai Electric Power Co., Inc. 

*2 Graduate Student, Div. of Arch., Graduate School of Eng., Mie Univ. 

*3 Prof. Dept. of Arch., Gifu National College of Technology, Dr. Ehg. 

 

さの増加率はOPCより大きく，F7を混入しているにも関わ

らず7％以上の活性度の改善効果を得ている。これは，混

和剤を使用した場合でもNaOHを添加することでF7の活性

度が改善されることを示しており，プレーンモルタルで

得た実験結果1)と同様の活性度の改善効果が得られること

を示している。一方，プレーンモルタルでは最適な活性

度の改善効果を得た025F7-NH-C(図-5参照)は，NaOHに加

えCa(OH)2を添加したことで活性度の改善効果は3％まで減

少している。これは，養生水のOH-濃度による影響7)と考え

られ，添加剤としてCa(OH)2を添加した供試体を，すでに

Ca(OH)2などが溶出している養生水中で養生すれば，供試

体中のCa(OH)2が過剰となり活性度の改善効果に悪影響を

及ぼすことを示唆している。 

このように，混和剤を使用した場合でも，FAを微粉砕

しNaOHを添加すれば，良好な活性度の改善効果が得られ

ると考えられる。しかし，JIS R 5201「セメントの物理

試験方法」に記されるような標準的な養生水(養生水を交

換する場合は，一度に全量を交換してはならない)で供試

体を養生する場合には，添加剤としてCa(OH)2を添加する

とFAの活性度の改善効果に悪影響を及ぼす可能性がある。 

 

3．まとめ 

本実験結果から，以下の知見を得た。 

1)混和剤を使用した場合でも，FAを微粉砕しNaOHを添

加すれば，良好な活性度の改善効果が得られる。 

2)Ca(OH)2などが溶出している養生水で供試体を養生す

る場合には，添加剤としてCa(OH)2を添加すると活性

度の改善効果に悪影響を及ぼす可能性がある。 
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表-3 モルタルの調合
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図-5 NaOHとCa(OH)2が活性度
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図-4 混和剤による活性度の改善効果
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